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１． 会社概要 
（事業所名、所在地、事業の概要、事業規模、許可の内容等） 

 

事業所名及び代表者氏名 

山陽食品株式会社 

代表取締役 澤田 和雄 

 

所在地 

本社：広島県広島市南区上東雲町18－36 

倉庫：広島県広島市南区上東雲町25-19 

 

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者： 三玉 登志美 

担当者連絡先 ： 082-281-3050 

 

事業活動 

      食品製造加工 

 

事業の規模 

         

項目 単位 2022年度 

総売上高 千円 1,075,000 

従業員数 人 140 

床面積 ｍ2 311.14 

 

許可の内容 

食品営業許可（4001号）、お惣菜製造業許可（4006号） 

 

法人設立年月日 

1955年4月1日 

 

資本金 

２，０００万円    
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２. 認証登録対象範囲、レポートの対象期間及び発行日 

 
対象範囲 

本社、倉庫の全活動 

 

レポートの対象期間 

2022年 11月 1日 ～ 2023年 2月 28日 

 

レポートの発行日 

2023年 3月 15日  
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３. 環境経営方針 
   

山陽食品環境経営方針 
  

   

① 山陽食品株式会社は、地域と共に発展して行く為に企業活動を通じて環境の保全と 

改善に向けての取り組みを積極的・継続的に行い地域への責任と役割を果たして 

いきます。          

        

② エコアクション２１環境経営システムを構築・運営し環境への取り組みを継続的に 

行います。        

            

③ 食品製造を行う上で環境に配慮した商品提案・商品設計を行い環境境保全、 

環境汚染の防止に努めます。     

            

④ 関連企業への環境保全・環境汚染の防止を働きかけ以下の環境改善活動を 

広めていきます。         

        

 ・二酸化炭素の排出量の把握・削減      

          

 ・廃棄物排出量の把握・削減（食品廃棄物等は除く）    

   

 ・食品廃棄物等の発生量及び食品循環資源の再生利用等の実施率   

 

・水使用量の把握・削減  

      

・エコアクション２１の活動を通じて働きやすい職場環境を推進いたします。

       

 ・環境に配慮した食材を使用した商品の提供。    

   

          

⑤ エコアクション２１への取り組みを有効に行う為に必要な情報共有を行います。 

          

⑥ 環境に関する法令及び法規制の遵守に努めます。    

          

⑦ 環境経営レポート作成及び公表をします。       

 

制定日 2022年11月１日 

代表取締役 澤田 和雄 
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４. 実施体制  環境経営システム組織体制 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間、技

能、技術者を用意 
・環境管理責任者を任命 
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
・環境経営目標の設定を承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 
・環境経営レポートの承認 
・経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 
・法規制等の要求事項登録簿を承認 
・環境経営計画書を承認 
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告 
・環境経営レポートの確認 

環境事務局 ・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局 
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 
・「環境関連法規等チェックリスト」の作成 
・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成 
・環境経営計画の実績集計 
・環境経営関連の外部コミュニケーションの窓口 
・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付) 

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施 
・自部門における環境経営方針の周知 
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 
・自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告 
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓

練・記録 
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

全従業員 ・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

環境管理責任者 

工場長 三玉 登志美 

代表者          

代表取締役 澤田 和雄 

 

環境事務局 

 総務部 内藤 剛 

工
務
部 

品
質
管
理
部 

生
産
管
理
部 

資
材
部 

製
造
部 

(

倉
庫)

総
務
部 
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５. 中期環境経営目標 
 

●中期目標 

項 目 単位 

基準値 
（基準年度） 

※ 

年度毎目標・達成手段 
2022年 

（11月～2月） 

2023年 

(3月～3月) 

2024年 

(4月～3月) 

二酸化

炭素 

排出量 

電力 Kg-CO2 81,348 79,721 3％削減 4%削減 

化石燃料 Kg-CO2 1,558 1,526 3％削減 4%削減 

LPガス Kg-CO2 144,252 138,626 3％削減 4%削減 

合計 Kg-CO2 227,158 219,873 3％削減 4%削減 

廃棄物排出量 kg 16,323 15,997 3％削減 4%削減 

食品廃棄物等の発

生抑制及び食品循

環資源再生利 

用実施率の向上 

％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

水使用量 ｍ３ 6,774 6,639 3％削減 4%削減 

環境配慮製品の販

売促進 
アイテム 4 6 16 14 

化学物質 -  - 適正管理 適正管理 適正管理 

※ 2022年の目標は、2021年11月 ～ 2022年2月を実態把握とし、この数値を基準値

とする。 

※ 電力排出係数は0.518 kg-CO2/kWhとする。 
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６. 主な環境経営活動計画の取組結果とその評価 
    2022年 11月 ～ 2023年2月の環境経営活動に対して、実績評価を実施しました。 

 

項 目 単位 
目 標 実 績 

評 価 2022年11月

～2月 
2022年11月～2月 

二酸化

炭素 

排出量 

電力 Kg-CO2 79,721 78,666 
取組み直後で未達成。後半の 

２ヶ月で達成！継続活動を！ 

化石燃料 Kg-CO2 1,526 944 
達成できているが 

より一層の改善を目指す。 

LPガス Kg-CO2 141,367 138,626 
達成出来ているが、 

より一層の改善を目指す。 

合計 Kg-CO2 222,614 218,236 
達成できているが 

より一層の改善を目指す。 

廃棄物排出量 kg 15,997 15,756 
達成できてはいるが、 

今以上の分別、削減を。 

食品廃棄物等の 

発生抑制及び食品

循環資源再生利 

用実施率の向上 

％ 100％ 100％ 
達成出来ているので、 

このまま維持継続したい。 

水使用量 m3 6,639 6,895 
節水活動に取組み、 

データ収集を継続。 

環境配慮製品の 

販売促進 
アイテム 4 6 

達成出来ているので、 

このまま維持したい。 

化学物質 - - 適正管理 適正管理 

※電力排出係数は0.518 kg-CO2/kWhとする。 

※2022年11月～2月の食品廃棄物等の発生量及び食品循環資源の再生利用等実施率 

（実績）は、以下の通り 
項目 単位 2022年11月～2月実績 

① 発生量 kg 28,390 

② 有価物量 kg  

③ 発生抑制量 kg  

④ 再生利用量 kg 28,390 

⑤ 熱回収量 kg  

⑥ 減量量 kg  

⑦ 再生利用等以外の量 kg  

⑧ 廃棄物としての処分量 kg  

⑨ 再生利用等の実施率 ％ 100％ 

 

EA21 環境経営活動に 4 ヶ月取組み、上述のように見直し会議を開催した結果、 

実態把握をおこない、全ての項目において目標が達成できました。 

取組み内容を工場全体へ周知し、より一層の改善活動に取組みが必要と感じました。 
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７. 次期の計画 
 

この結果を踏まえ、EA21 環境活動を更に効果あるものとするために、 

2023年度(3月～2月)の活動目標を次のように改めて取組むこととします。 
 

項 目 単位 
基準値 

（21’3月～

22‘3月） 

目標 

取組内容 2023年度 

3月～3月 

二酸化

炭素 

排出量 

電力 Kg-CO2 305,227 296,070 
生産終了後の生産機器の 

電源ＯＦＦ 

化石燃料 Kg-CO2 7,151 6,936 エコドライブ運転の推奨 

LPガス Kg-CO2 452,355 438,784 
ボイラー立ち上げ 

時間の調整 

合計 Kg-CO2 764,733 741,790 不要時の停止 

廃棄物排出量 kg 53,493 51,833 使用原材料の集約 

食品廃棄物等の発生

抑制及び食品循環 

資源再生利用 

実施率の向上 

％ 100％ 100％ 
歩留改善、不良品の削減 

使用原料の見直し 

水使用量 ㎥ 23,835 23,120 
水道メーターの取つけ 

データ採り 

環境配慮製品の 

販売促進 
アイテム 9 16 

地産地消による 

二酸化炭素削減 

化学物質 - 適正管理 適正管理 適正管理 

 

※基準値及び目標は、13か月分としました。 

（削減目標３％を削減したものを目標数値とする） 

※電力排出係数は0.518 kg-CO2/kWhとする。 
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８. 環境関連法規等の遵守状況、違反、訴訟等の有無 
 
 

 

※カッコ内数値は条項を示す 

 

環境関連法規等の遵守状況は上記のとおりであり、訴訟、苦情等は過去３年間ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 法規制等の名称 該当する要求事項 

遵守評価 

証拠 判定 

義 

務 

食品衛生法(52 条) 食品営業許可 
届出書 

資 格 
○ 

食品リサイクル法（2 条） 食品循環資源の再生利用 自主管理 ○ 

廃棄物処理法（12 条） 委託基準、保管基準 
届出書 

マニフェスト 
○ 

フロン排出抑制法(6 条) 点検記録 記録簿 ○ 

道路交通法(74 条) 安全運転管理者の選任 資格者 ○ 

労働安全衛生法(11 条) 安全管理者の選任 資格者 ○ 
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９. 緊急事態訓練 
 

■日程     ：2022 年 12 月 15 日実施 

 

■想定     ：本社２階開発室火災 

 

■教育訓練内容 ：緊急事態対応手順書説明 

  緊急連絡網確認 

  消火器使用方法説明 

 

■参加者    ：30 人 
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１0. 代表者による全体の評価と見直しの結果、指示 

 
EA21 環境活動に 4 ヶ月取組んだ後の 2023 年 3 月 6 日に見直し会議を開催しました。主な

内容は下記の通りであり、取組みにおける課題の抽出・目標設定等を見直し、今後の活

動がより定着し、効果あるものとなることを目指すことといたしました。 
  

   

■環境管理責任者の報告及び提案 

 

① 環境経営目標とその結果  

・電力   目標値  79,721      実績  78,666    判定 〇 

・ガソリン 目標値   1,526      実績     944    判定 ○ 

・ＬＰガス 目標値 141,367       実績 138,626    判定 〇 

・廃棄物  目標値  15,997      実績  15,756    判定 ○ 

・水使用量 目標値   6,639      実績   6,895    判定 〇 

・環境配慮製品の販売促進   

目標値  ４ｱｲﾃﾑ       実績  ６ｱｲﾃﾑ  判定 ○ 

 

② 緊急事態の教育訓練の実施。 

2023 年 12 月 15 日 火災訓練実施  30 人参加  

消火器の位置、捜査方法の説明実施 

 

③ 環境関連法規制の順守状況 

2023 年 3 月 3 日に評価を実施し、結果順守されていることを確認した。 

 

④ 地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、周辺道路清掃、苦情のない様徹底する。 

 

■代表者の見直し指示事項（マネージメントレビューの結論） 

 

① 4 ｶ月経過したが、目標数値も全て揃い削減目標を達成すべく全社員で 

創意工夫し、今後の活動を行う事とする。 

 

② 目標・計画達成状況、報告を受けて達成できた項目、未達成項目もあるが、 

 4 ヶ月と短期であるため、引き続き活動を実施し、改めて活動の見直しを 

必要に応じて行うべきこと指示した。達成方法（手段）の更なる検討が 

必要であるとの認識を提示した。 
 

 

 

 

 


